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アド レス 下 征 コマ ンド アド レズ 設定 コマ ンド を 落 行 し で 1mS の 病 呈 を | O| リ セッ ト ] 全て の スレ ー プ の 通信 状 況 を 初 状態 に リセット |? |o ー 
EE で を. 0Y で な けれ は さら に アド レス を を | SS O| ア ドレ ス 概 定 スレ レーブ の レス 基板 定 する な 年 っ C か ら S か 、 魂 で 選 
トラ イシ ー バ 5 和え 人 は 受信 大 了 艇 、 ト ライ シー パ の 方向 切り 革 ] 5 更 すべ て の ノー ド の 通信 連 度 な ど を 変更 する 。 B 6 
人 イ バ 、 レ シー パ の イネ ー プ ブル) は 1 0 0 g S 以 内 に 処理 | < ぐ 100 8 初期 設定 コマ ンド ] 
バケ ッ ト 間 デット タイ ム ト 、 ア ク フ リ ッ ジ それ ぞ れ の パケ テッ ト 間 は 100zS 玉 | =]00 zS O[ i ン oO ip 各 ス レー プ の 1 D デ ー タ の 読み 込み 1 MAi02 | 
テラ フリ スレ ー プ は 、 リ クエ スト パテ ッ ト の 貞和 デー タモ 受け で か ら Tntl 時 PR PE の 上 RIA1 に 
返信 タイ 以内 に アク ノリ ッ ジ パケ ッ ト を 送信 し マス ター は ImS 後 | で 1mS JV REv reyisiom) を |) 
まで に アク ノリ ッ ジ が か い 坦 合 は ロ う VER 女王 は B 
タイ ミン グ 推 奨 値 回 | 各 ス レー プ の 持つ 根 能 の 読み 入 1 | に 
事項 内 容 野間 メイ の 1D を 10 lie | 1 
マス ター 立ち 上 が り | マス ター は リセ ッ ト ま た は 、 香 誠 投 入 か から 2 3 以後 に 通信 を 開始 >2S デー タ 入 出力 コマ ンド 
スレ ー ブ 立 ち 上 が り は リセ ッ ト ま た は 、 介 源 投 入 か ら 1 $ 以 内 に 通信 の 天 備 | <1S コン の SW を 読む 13 3 一 
ァ ァ フ リ ツジ パ ケッ ト の 表記 和 ま で の lnS を 随 人 畔 3 
テラ フリ ッ バケ テッ 管 まで の LN を 陳 き 、 
パイ ト 数 (N) X200 ヶ 5 以内 を 推奨 する 。 <200XNgS 値 を 銃 む B 2Xch 
アク フリ ッ デー ] ア クノ リッ ジ パ ケ ッ ト の バイ ト 間 は 500xS 以 5 ンコ ー タ 値 を 読む 2 xch 
玩 27 2 ク フ リ ッ ジ パケ ッ ト の バイト 妥 は 500 43 反 を 李 和 する 。 | 0 思 ダ 値 を 読む と 四 
マス ター、 ス レー ブ の 立ち 上 が り 時 間 は 和 体 内 に 設置 さ れる 場合 の 目安 で ある 。 別 徹 体 で 旬 源 テッ チバ ネル 、 光 名 館 な どの 画面 [性 ヨ ロ 
投入 の 同時 性 が 確保 され な い 場 合 も ある の で 、 マ スタ ー は アド レス 設定 が 不 成 功 の 場合 、 リ セ ケレ 無 剛 係 な SW 入力 z に カプ コン バー サス エス ・ エ ヌ ・ ケ アイ 
ッ ト コ マン ド か ら 初 期 設定 を 線 り 返す 必要 が ある 。 ーーー 
1 D 
+ 1 ] 
計 ! IBTTLE 
の こ こ 3- 1 HN 
別紙 3 「 ア ドレ ス 設 定 手順 」 で h 
1 HRCHDE! 
] ま 
通信 に 用 いる アド レス は 、SCST 接続 の よう に 、DIPSW な ど で 切り 替え る 【 還 ーー 


る が 、JAMMA VIDEO 規格 で は 、 ユ ー ザ ー の 手 を 燃 わ せ ず 
る 。 

通信 コネ クタ の sense 線 を 使い 、 末端 の I/O 基板 か ら 順 番 
し た こと を 順に メイ ン 基 板 側 に 伝え て で いく こと で 、 す べ て の 1O 基 攻 
する 。 

な お メイ ン 基 板 は 0 番地 と 規定 する 。 


26V 2.5V 2.5V 
6 fe *ー ho 基板 lay 


コマ ンド の 複数 発行 


間 | am 
2 番地 人 ヘ 、_ ノ 1 番地 P 
0 殖 地 = メイ ン ま で 0V が 楽 た ら 終了 アド レス 吉 定 が 流 sa Re | eee Ru 
0V を 出力 由 
末 人 か 
居合 に フ 上 は 3 つの コマ ンド を 発行 し た 場合 の 例 で ある 。 
Status は 1 パケ ッ ト に 対し て の 返事 で ある 。 


毎 の 返事 で ある 。 時 間 順 に コマ ンド と 1 対 1 に : 


Report は コマ ン 


アド レス 設定 手順 
各 17O 基板 は 初期 状態 ( 電 演 投入 時 、 ま た は り モ ッ ト ド 
ドレ ス 設 定 以前 ) を 出力 する 


snse 出力 は 2.5V ( ア 


ステ ー タ ス と リポ ボート の コー ド 


タス は り リ クエ スト パケ ッ ト を 受け た スレ ー プ が 、 状 態 を マス ター に 伝え る 


① 最初 aense 線 は 上 の 図 の よう に 末端 は 5V プル ア 返事 で ある 。 リポ ボート は 1 つの を 実行 し た 結果 を マス ター る 返事 で ある 。 
ッ プ され て いる の で 、5V に な り 、 0/ 
と ュ B ステ ー タ ス 
② メイ ン 基 板 は 2 秒 後 (リセ ッ ト 時 間 も 含 ド を 1 番地 で 送 コー トド: 内宮 
る 。TO 基板 は sense が 5V また は 0V の TO (最初 の 場合 は 末 商 ) が この コマ ンド を 店 正常 き 
受け る (1 番地 に セッ ト さ れる ) 。 設 定 さ れ た O は sense 線 に 0V を 出力 する 。 3 ーー サポー トレ て いな い コ マン ド を 受け た ) ま 埋 
エラ ー 
⑥ 1m8 後 に メイ ン 基板 は sense 線 を 検出 し 、OV に な っ て いな けれ ば 、 さ ら に 1O 基板 04 | アク ノリ ッ ジオ ー バ ー フ ロー (アク ノリ ッ ジ の バイ ト 数 オー バー) ET コ 
が 接続 き さ れ て いる も の と 判断 し 、 ア ドレ ス 設定 コマ ンド を 2 番地 で 送る 。 た 年 = 
④ sense 線 が 0V に な る まで 、 ア ドレ ス を 増やし て ③ を 繰り 返す が 、31 回 繰り 返し て も 還 に に 連 
終わ ら な い 場 合 は 、 途 中 で の 断線 な どの ト 見 な し 、 エ ラー 処理 を 行う (リセ 王 人 ニー ェ ーー 
トコ マン ド で 最初 ら や り 筐 す 、 な ど ) 。 バラ メー タ エ ラ ー (コマ ンド の パラ メー タ が 不正 ) 、 返 り デー タ な し (スレ ー プ か ら の デー 
トコ イン のめり 上 - 2 タ を 期待 する コマ ンド だ が 、 バ パラメータ の 不正 で デー タク を 用 意 で き な い 場 合 は リボ ー ト の み 財 
⑧ アド レス 設定 時 に sense 線 の レベ ル は 、 リ クエ スト パケ ッ ト 受 信 中 に サン プリ ング し で 、 デ ー タ は 1 バイ ト も 返さ な い ) エラ ー 処 理 は マス ター 側 の 自由 と する ” 
た も の を 使い 、 ア ドレ ス 設 定 し た スレ ー プ は 、 ア クノ リッ ジ の 導 に トラ ン シ ー バ を 出 0 3 | パラ メー タ エ ラ ー (コマ ンド の パラ メー タ が 不正 ) 、 バ パラ メー タ 無 視 (マス ター か ら の デー 


を 送る コマ ンド で 処理 で き な い 不正 な デー タ を スレ ー プ が 受け た 時 は 、 デ ー タ を 捨て る ) 
な ど が 処理 中 を 表し 、 出 力 デー タ の 場合 は デー タ を 捨て 、 入 力 


、sense 線 を 0 に 04 


カカ に 切り 替え 、 再 び 入 力 に 戻す まで の 出力 期間 中 (同時 を 含む ) 


(コマ ンド 対象 の 機器 
ー タ 要求 の 場合 は 入力 デー タ な し と する 。 尚 、1 O 基 板 側が デー タ を 革 積 で きる 場合 は 


と す 。 
この 限り で は な い 。) 
は 対応 し て いな い コ マン ド を 肥 、 それ 以 後 の パ ケッ ト を すべ て 破 秦 
し 、 コ マン ドア ン ノ ウン を 返す 。 ま た 、 そ れ 以 前 に 実行 され た コマ ンド が あれ ば 、 ア 
) 肖 ーー に ド クノ リッ ジ パ ケ ッ ト に リポ ボー ト (パラ メー タ が ある 場合 は それ も ) を 返す 。 
1 戸 L ン ンプ ファ ンク ショ ンコ ー ド 表 ( 表 4, 1 欄 能 ファ ンク ショ ンコ ー ド 表 ) 
ET eds | 3 バラ メー 
監 バラ メー タ の 説明 
ゃ 終了 コー ド 】 * 記 に コ ファ ンク ショ ン の 終了 
ーーー ュ M SW 入力 0 |phywr | beten プレ ー ヤ 数 、iF あたり の SW 数 
| SW 数 と する 。 
| RTSERVICE で は SW 数 は 
] 
g [ame ロ Im コイ シネ ロッ ト 
93 channel ETS 9 アナ ログ チャ ン ネ ル 数 、 有 効 ビッ ト 数 
wa [smamssi |o ロ エン コー タダ の 康 
ンド 5 lo ロ le 
コマ ンド フォ ー マ ッ ト 6 | Sb Si annal | 輪 方 向 、Y 夫 方 向 の 有効 ビッ ト 衝 
> 6 Do ev ま y カ 3 は XY を 組 と し て の チャ ン ネ ル 数 
メイ ン 基 板 と TO 基板 と の デー タ の 交換 は マス ター (メイ ン ) が 送る コマ ンド に より 行わ れ ro な PUOR た 5 
る 。1O 側 か ら マ スタ ー に 通信 要求 な ど は 行え な い の で 、 マ スタ ー か ら 定 期 的 に 通信 を 行っ 信 ) ・P1 が 上 他 バ イト 
て 、 デ ー タ を 監視 する 。 カー ド シ ス テム lio |slt ロ n カー ド の スロ ッ ト 数 ー ー 
NN の らい に に |emsmsel ]e ロ メダ グル ポッパー の 捉 0 ( 株 式 会 社 用 アコ <Auwws> 
1 つの コマ ンド に つい て 1 回 の 送受 パケ ッ ト 交 換 を 行う と オー バー ヘッ ド が 大 きく な る た 汎用 ドラ イ バ 12 | s s 下 用 ドラ イ バ 出 力 の 本 数 (最大 355 本) 西日本 販売 部 /〒5400037 大 阪 市 中 央 区 内 平野 町 丁目] 番 3 号 TEL(06)6860-3633 FAX.(06)6920.5133 
め 、 複 数 の コマ ンド を 一 度 に 送受 し て も 良い こと と し 、 デ ー タ 交換 の 効率 化 (高速 化 ) を は ルー シフ lmet も e た ログ の 選 ウ チャ ンク 外 『 @ 東 日 本 売 部 /〒1630411 天 ET 上 EMI1 責 TEL(03)3340.0730 FAX.(03)3340.0701 
キャ ラク タ 出 力 KK character | me code の 表示 部 の 文字 数 ( 横 ) 、 行 数 ( 普 ) 「 5 ※※ 販 売 の ご 用 命 は ぐ AM 事 業 部 > まで お 申し 付け くだ さい 。 
か る 。 複数 の コマ ンド を 受け た スレ ー プ は 、 受け た 順に 処理 し 、 処理 結果 が 関係 する コマ ン P3 は 家 示 デ コー ド 種 を 表す 上 左 (GESGI7 YR FAX: 06-6947-4540 の ト 理 ニ ウト 細 ERD26JOG3 
ド が 続く 場合 次 の コマ ンド か ら 結 果 を 反映 する 。 処理 結果 が 出る まで に 時 間 が か か る 場合 クッ ター トニー ド ロ ー 作ら トッ タテ テグ あや 3 トー 40OreacriDure24 
・ が で T SrcoMC0.p SRG5ALRGrmsfesEhEO elK 000 *PoOM VS SKUB- 可 9 エバ エミ クイ 6 て 、 60 カフ コン 0 5360 で 


*ISNKig、 (エメ エヌ タイ の で す 。 ャ イラ スト レー ジュ > 大 SNK 


BWReO5O で す 


は 、 ビ ジー (処理 中 ) を 返す 。 (以下 省略 ) 


(9) 2000 年 9 月 15 日 第 618 号 


7. 1. 2 ビデ オ 出 力 コ ネ ク タ ビデ オ 出力 コネ クタ は 、1 5 ピン ミニ DーSUB (MI エー 
Cー2 4308 規 格 準拠 ) (メス ) を 1 個 あ る い は 2 個 、 メ イン 基板 上 に 設け る こと 。 コ ネ ク タ の 
端子 配列 は 下図 表 と する 。 

端子 配 列 図 > 


15E' =Deub(⑫ RED GND 
GREEN GND 


BLUE GND 
+5VMAX0.2A) 
GND 


基板 の コネ クタ と ケー ブル コネ クタ の 固定 ネジ 部 は 、 イ ンチ ネジ (#4 一 4 0UNC) 
と する 。 モ ニタ ー 部 コネ クタ が 1 5 ピン DーSUB コ ネ ク タ の 場合 は 、 イ ンチ ネジ ( キ 
4 一 40UNC) を 推奨 する 。 

・ 3. オー ディ オ 出 力 コネ クタ オー ディ オ 出 力 コ ネ ク タ は 、RCA ビ ピン ジャ ッ ク ( メ 
ス ) (オー ディ オ R、 オ ー デ ィ オ し) を 1 組 あ る い は 2 組 、 メ イン 基板 上 に 設け る こと 。 
端子 色 の 赤 は ライ ト 出 力 、 白 は レフ ト 出力 と する 。 

・4 標準 1/O 入 出力 コネ クタ 標準 1/O 入 出力 コネ クタ は 、US B コ ネ ク タ ( Series 
A 1 禄 2) を 、 メ イン 基板 に 設け 、1O 基 板 に は US B コ ネ ク タ ( Series B コ 補 ) を 
設け , 接続 する こと 。 コネクタ の 端子 配列 は 下図 表 と する 。 

端子 配列 図 > 
(メイ ン 基 板 側 ) (エグ O 其 板 ) べく 端子 配列 表 > 
Series A 3 補 9 Series B 99 


7. 2 接続 コネ クタ の 配置 接続 コネ クタ の 配 慎 は 、 下 図 の よう に メイ ン 基 板 の 一 端 側 に 標準 
1 ノ O 入 出力 、 オ ー デ ィ オ 出力 、 ビ デオ 出力 、 電 源 入 力 の 順に 配置 する こと 。 尚 、2 組 
と な る コネ クタ で は 、 メ イン 基板 に 必要 と し な い コ ネ ク タ は 設け な く て 良い 。 また 、 こ 
れ ら の コネ クタ 間隔 は 規定 し な い 。 
< 接続 コネ クタ の 配 周 図 
標準 1 プ O オー ディ オ オー ディ オ ビデ オ ビデ オ 電源 入力 2 電源 入力 1 
入出 カ 出 カ 2 出力 1 出力 2 出力 1 


世 守 旨 -。 則 。 


ゲー ム 基 板 


7. 3 接続 コネ クタ の GND 電位 接続 コネ クタ の GND 電位 は 、DC 和 電源 コ ネ ク タ の 
GND (電源 1ー5 ビ ツ > 6P ビ > 7 ビッ 8 ビ > 電 泌 2 一 4 ビ > 5P> 6P の 、 ビ 
デオ 出力 コネ クタ の GND (5P>。 6 ビ 〉% 7 ビッ 8 ビ >。 10 ビ ツ 、 オ ー デ ィ オ 出 
カコ ネ ク タ の GND、 標 準 1 プ O 入 出 カ コネ クタ の GND (4 ビ ツ は , 全て DC レベ 
ル で 、 同 電位 で ある こと 。 


8. メイ ン 基 板 の 寸 法 

8. 1 メイ ン 基 板 の 寸 法 メイ ン 基 板 の 最 大 寸法 は 以下 と する 。 
メイ ン 基 板 の 最 大 寸法 

幅 

長き 

高き 


9. 表示 本 規格 に 適合 する メイ ン 基 板 は 、 メ イン 基板 上 に 社団 法人 日 本 アミ ュー ズ メ ント マシ 
ン 工 業 協 会 の 登録 商標 で ある AMMA マ ー ク と 、STEP1 プ STEP2、 水 平 走 卒 周 涼 
数 を 、 モ ニタ ー 画 面 上 に J AMMA マ ー ク と 、 STEP1 ン STEP2、 メ ー カ ー コ ー ド 、 
エン 0 基 概 の 1 D、 使 用 1 プ O ポ ボー ト の 一 覧 を 次 の 条件 に より 表示 する も の と する 。 

9. 1 表示 方 法 
9. 1、 1 メイ ン 基 板 の 表示 方 法 メイ ン 基 板 の J AMMA マ ー ク の 表示 は 基板 上 に シル ク 印 
肌 する 。 
9. 1. 2 メイ ン 基 板 の 表示 場所 メイ ン 基 板 の 表示 は ビデ オ 出 力 用 コネ クタ の 近傍 の 見 易い 
所 と する 。 
・ 1 . 3 メイ ン 基 板 の 表示 内 容 メイ ン 基 板 の 表示 は 次 の も や の と する 。 
メイ ン 基 板 の 表 示 内 容 
J AMMA 規 格 適合 マー ク J AMMA (指定 ロゴ ) 
J Y 規 格 及び STEP の レベ ル | JV 1 (J V 規 格 、STEP1) 

JY 2 (〕 V 規 格 、STEP2) 

ビデ オ 出 力 の 水平 走査 周波 数 | 1 5K (水平 走査 周波 数 : 15.750kHz) 

2 4FK (水平 走査 周波 数 : 24.830kHz) 

3 1K (水平 走査 周波 数 : 31.500kHz) 


(参考 表示 例 ) 

表示 内 容 

例 1 | JAMMA JV1-15K |] AMMA 規 格 適合 マー ク 
lgAwMA と JV1-15E と は | JV 規 格 ・STEP1 一 水平 走査 周波 数 15.750kHz 
| 位 置 を 余り 離さ ず 、 近 くに 
配置 する こと 。) 


ゲー ム マ シン 第 三 郵便 物 認可 


JJ AMMA 規 格 適合 マー ク 
] 規格 ・STEP2 一 ユー ザー が 同期 属 波 数 を 切替 え | 
られ る も の は 、 水 平 走査 周波 数 15.750kHz また は 、 
水平 走査 周波 数 24.830kHz 


・ 1. 4 メイ ン 基 板 の 表示 寸法 メイ ン 基板 の 表示 寸法 は 《 図 2》 に 表わす 。 

・ 2. 1 モニ ター 画面 の 表示 モニ ター 画面 に 、JAMMA VIDEO STANDARD 
と 、 STEP1 ノ STEP 2、 メ イン 基板 の メー カー 名 ・ 使 用 可能 1 プ O ボ ポー ト の 一 
覧 、+ の 基板 の メー カー 名 ・ 使 用 可能 TO ボ ー ト の 一 覧 ・TD・ ソ フト の バー ジョ 
ン を 表示 する こと < 
表示 の 資格 本 規格 の 適合 表示 は 、 社 団 法人 日 本 アミ ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協会 の 正 
会 員 及び 、 社団 法人 日 本 アミ ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協会 より 使用 許諾 を 受け た 者 と す 
る < 


10. 規格 暫定 期間 本 規格 は 下記 の 暫定 期間 を 定め る 。 
10. 1 STEP1 STEP1 の 適合 使用 期間 は 本 規格 の 制定 か ら 、 平 成 1 1 年 (西暦 1 9 
9 9 年 ) 1 2 月 3 1 日 迄 と する 。 
10. 2 STEP2 STEP2 の 適 合 使用 期間 は 、 平 成 1 2 年 (西暦 2 0 0 0 年 ) 1 月 1 日 
か ら と する 。 但 し 、 平 成 1 2 年 (西暦 2 0 0 0 年 ) 1 月 1 日 以前 の 合 使用 を 妨げ な い 。 


11. 特許 本 規格 は 、 社 団 法人 日 本 アミ ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協 会 の 正会員 及び 、 社 団 法人 
日 本 アミ ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協会 より 使用 許諾 を 受け た 者 が 製作 する 一 般 ビ デオ ゲ 
ー ム 機 に 使用 する メイ ン 基 板 の 工業 標準 を 定め 、 相 関 性 の 確保 を 目的 と する も の で す 。 
当 協 会 は 本 規格 を 元 に 製作 され る 製品 に 関し 、 本 規格 の 内 容 の 使用 に 起因 する 第 三 者 の 
特許 権 、 そ の 他 の 権利 等 の 侵害 に つい て 、 当 協会 は その 責 を 負い ませ ん 。 


図 1 ビデ オ 信号 タイ ミン グチ ャ ー ト 図 


( 外 枠 は 無く と も 良い 。) 
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図 4 -1 NTSC の CSYNC タ イミ ング 
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王 HH 馬 
| 
| 
1 
| 
| 


tHS 
A B 
VCKMH2 58.698175 
tHYCK) 3412.5 
t0.5H(VCK) 1707:1705.5 
1V の 525 


水平 走査 線 数 | 262.5Gnt)268non-int.)| 
tHS/tSR(VCK) | 252or252 ン 252.5 
tEQ(VCK) 124 


表 1 ビデ オ 信 号 タイ ミン グチ ャ ー ト 表 


STEP1( 施行 時 期 1999 年 まで ) 


( 省略 ) 
STEP2( 施行 時 期 2000 年 以降 ) 
15K 24K 31K 
THT575 025MHz | f 日 2483 王 040KHz | f 日 3150 050KHz 
同期 財 波数 f V=600 15Hz f Vc600 25Hz f V=600 10Hz 
12.50 -16.20gs 800 >950gs 630 …794gs 
非 表示 期間 ( A) 23 一 43H 36 - 59H 45 - 68H 
47.40 5099gs 30.78 3228zs 23.70 25.45 gs 
表示 期間 ( B) 220 一 240H 354 一 384H 457 一 480H 
表示 期間 比 ( B/A) 29 一 41 32 > 41 30 > 41 
同期 信号 幅 (C 0 二 152pe 40=10ze 35 二 05zs 
3 十 3H 4 主 2H 3 主 1H 
に 
の イー 84 za 23 48 rs 15ー 36 rs 
| パッ ク ポー チ 幅 ( E) 16 一 24H 26 一 34H 33 一 40H 
138 4 2 ー4 176 - 4 
映像 位置 ( E/D) に Ne 2ー 4 
映像 位置 ( ED) Max12H MazdSH Max22H 
語 レ ベル 電 小 症 間 ( D 100 ze 75 xs 55 gs 
ホー ター 位置 ( の) 9 一 9 一 o ~ mn 


注意 : 各 標 の 上 側 は 水平 パラ メー タ 、 下 側が 垂直 パラ メー タ 
F ( 黒 レベ ル 最 小 期間 ) と は メイ ン 基 板 か ら 映像 信号 を 出力 する こと の 無い 最小 期間 を 規定 する 。 


水平 電線 期間 = ニ [ C( 同期 信号 幅 ) 十 モ ( バッ クボ ー チ 幅 ) ] 1.1mS 
列 抵 1 「 加 所 
メイ ン 基 板 1 0 基板 
szg ビニ ZEPZ1 
シフ 
22 テ ジッ 
| 還 呈 1 
に Po 回 に 2 
に 測 カ EE 
Ba | に 時 に ee 
Ge 5 | 放 [em 、 
5 ps 5 


SS 生ま ャ 1 生生 


TO 基板 は 複数 接続 で きる よう に 、 シ リー ズ A. B の 両方 の コネ クタ を 持ち 、 再 終端 の 基 
ネー タ を ON で きる よう に 、sense 線 の 電圧 検出 に より 、ON/OFF で きる ア 
ミネ ー タ を 装備 する 。 


デ ゲーム マシ ン (8) 


SENSE 線 に よる ター ミネ ー タ の 制御 と アド レス 割り 振り 
sense 線 は 0V、2.5V (2 て 3V) 、5V の 3 つの 電圧 を 規定 する 。5V は 先 の DO 基板 が な 
いこ と を 示し (この 時 ター ミネ ー タ が ON に な る ) 、 2.5Y は 先 の TO 基板 が アド レス 設定 以 
前 の 状態 を 示し 、 0V は 先 の DO 基板 が アド レス 設定 を 終了 し た こと を 示す 。 アド レス 定 の 
手順 に つい て は 別紙 3 を 参照 。 sense 入力 側 は 5V に プル アッ プ す る ) 。 
sense 出力 は 電源 が 供給 され な く と も 、0V に な っ て は いけ な い (GND に 電流 を 引き 込ま 
な い ) 。 途 中 の TO が 電源 OFF の 場合 も 、 メ イン 基板 で 電源 断 を 検出 で きる 。 


SENSE 出力 回 路 例 
各 ノ ー ド (1/0 基板 ) は 電源 OFF の 状態 で も 、sense 線 を GND に 引か な いよ うな 回 路 に す 
る こと 。 
出力 部 
B コ ネ ク タ 
pe イー コ 
OUT 
が た シ / 有 


別紙 2 「 通 信 プ ロト コル 」 


(1 ) 115.2Kbps の 調歩 同期 、8bit デー タ 、1 ス ター トピ ッ ト 、1 ス トッ プ ビ ピッ ト 、 ノ ン パ 
リティ ー で 通信 する 。 こ れる 通信 方 式 Ver1.0 と する 。 

(2 ) 論理 的 に 1 つの マス ター て と 複数 (最大 3)) の スレ ー プ と し 、 メイ ン 基 板 が マス ター と な 
る 。 

(3) 各 ノー ド は 通信 プロ トコ ル 上 、 論 理 アド レス (番地 ) を 決め 管理 する 。 マ スタ ー は 0 
番地 と し 、 ス レー ブ の 番地 は 立ち 上 げ 時 に 自動 設定 を 行う 。 (詳細 は 、 別 紙 に 示す ) 
(4.) 通信 は 基本 的 に 、 マ スタ ー か ら 特 定 の スレ ー ブ に 向け て 始め る リク エス ト 、 ア クノ リ 

ッ ジ の 1 対 の デー タ 群 で 構成 する 。 

(5 ) それ ぞ れ の デー タ 群 を パケ ッ ト と 呼ぶ 。 

(6) パケット は 、S YNC コ ー ド 、 ア ドレ ス 、 バ イト 数 、Status (アク ノリ ッ ジ パケ ッ ト 
の み ) 、 デ ー タ 、SUM で 構成 され る 。 

(7) ス レー プ は 、 ア ドレ ス が 一 致し た 場合 の み 通 信 に 反応 し 、 他 ノー ドア ドレ ス と 判断 し 
た 場合 は SYNC コー ド 待 ち に は いる 。 

(8) SYNC コー ド を 保護 する た め 、 ア ドレ ス 以 後 の デ ー タ に SYNC コー ド と 同じ デー 
タ が ある 場合 、 送信 側 で エン コー ド し て SYNC 以外 の コー ド に し 、 受信 側 で デコ ー ド 
し て 、 元 の デー タ を 再現 する 。 

(9) パ イト 数 は これ 以後 の デー タ (Status,Data0 て SUM) の 数 を 示し 、SUM は Sync 以 
後 (アド レス ー) 、SUM の 前 まで の デー タ を 2 進数 加算 し た も の で ある 。 デ ー タ の 最 
大 数 は SUM を 含め て 255 パイ ト で ある 。 マス ター も スレ ー ブ も 255 バイト の デー タ を 受 
けら れる よう に する 必要 が ある (使用 限定 が 可能 な 場合 を 除く ) 。 

(1 0 通信 エラ ー に 対し て は 、SUM で の エラ ー 検 出 の み で , エラ ー 訂 正 は 行わ な い 。 

(1 1) す べ て の ドラ イ バ ー が ディ スエ ー ブ プル され た 状態 は 、 通 信 パ ス が ハイ イン ビー ダン 
ス の 不安 定 な 状態 に な る の で 、 な る べく 避け る 。 (通信 の な い 時 は 、 マ スタ ー が 出力 状 
態 を 保つ ) 

(1 2 ) 各 ノー ド は SYNC コー ド を 監視 する こと で 、 パ ケッ ト の 先頭 を 認 席 する 。 SYNC 
コー ド と 同じ も の が デー タ 中 に 含ま れ な いよ うに デー タ に 対し 、 事 項 で 示す エン コー ド 、 
デコ ー ド 処理 を する 。 


リク エス トバ パ ケット (マス ターー ス レー ブ ) アク ノリ ッ ジ パ ケ ッ ト (スレ ー プ ー マ スター) 
Reelaye |pas [pem | ・ | [pea [sw 識 軒 sym [Ne ye |ser [pam | |pw [suw 
he lg lo h 還 lc_ Ne | lm lo R 


に je 角 ーー ナー| 


| を SUM (範囲 ) ーーー>| 


マス ター ドラ イ バ ー イ ネー ブル 
スレ ー プ ドラ イ バ イネ ー プ 】 
START STOP 


SYNC コー ド の 保護 

SYNC コー ド を EO と する 。 マ ー カ ー コ ー ド を D0 と する 。 

* エン コー ド 時 は 、 こ の EO, DO の 2 つの デー タ 以 外 は 変換 し な い 。 B0, DO の 2 つの デ 
ー タ は マー カー コー ド (DO0) と 、 元 の コー ドー 1 の 2 バイ ト に 変換 する 。 

* デコード 時 は 、DO 以外 は 変換 し な い 。 DO が 来 た 場合 は 、 次 の コー ド + 1 を デー タ と 
する 。 

* エン コー ド の 処理 は Byte 数 や SUM の 処理 後に 行う 。Byte 数 や 、SUM に は 関係 し な 
い 。 デ コー ド の 処理 は これ と 合わ せる よう に Byte 数 、SUM の 処理 前 に 行う 。 


テー タ 9 | celmw lmlslmslAelpolmmls 


1 キー 


EEIEIEJEIEJIEIEIEIEIEIKi 因 


き 


2 EEIEIEIEIEIEIEIEIi 


Do の の デー タク を キリ Do の の デー タク を +1 
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ビデ オ ゲ ー ム 機 基 板 と 周 
JAMMA VIDEO 規 格 (JVS) 第 3 版 


3 V) の オン プ オ フ に 関し 、 


0V、+3. 


4. 3 電源 オン プン オフ の シー ケン ス 電源 (5 


電気 用 品 安全 法 の 技術 基準 を 遵守 し 、 一 般 


使用 する メイ ン 基 板 に つい て 、 規 定 する 。 


の 規格 は 、 電 気 用 品 取締 法 、 並 び 


1. 適応 範囲 


3 V 電源 オン プ オ フシ ー ケ ンス 表 


下記 の シー ケン ス を 規定 する 。 
土 5. 0Y, +3. 


0 V が 立ち 上 が る 。 
3 V が 立ち 下がる 。 


・ 電 圧 規定 は 1 0 % 及 び 9 0 % と する 。 


1.0mS…1000m8 


t243= 


3 V が 立ち 上 が り 後 、+ 5. 
0 V が 立ち 下がり 後 、 二 3 


・+3. 
・ キ 5. 


、 青 (B) の 原色 出力 。 


、 緑 (G) 


ター へ 出力 され る 同期 出力 、R, G, B 出 力 。 
ング チャ ー ト ビデ オ 出 力 の 水平 同期 、 或 は 垂直 同期 1 走査 毎 の 同 


2. 4 同期 出力 映像 信号 を 含ま な い コ ン ポ ジッ ト 信 号 、 セ バレ ー ト 信号 出力 。 


ター を 使用 し た コイ ン オ ペレ ー ト の 遊 喜 機械 。 


の 規格 で 用 いる 主 な 用 語 の 意味 は 、 次 に よる 。 


1 一 般 ビ デオ ゲー ム 機 CRT モ 
2. 2 メイ ン 基 板 ビデ オ ゲー ム 機 を 構成 し て いる 基板 の 中 で 中 心 と な る 基板 。 


ビデ オ ゲ ー ム 機 t 
2. 5 R, G, B 出 力 同期 出力 を 含ま な い 赤 (R) 


2. 3 ビデ オ 出 力 メイ ン 基 板 か ら CRT モ 
2. 6 ビデ オ 信 号 の タイ 


2. 


2. 用 語 の 意味 


か ミィ jih ト YK 一 旭 扱 つ 


式 四 思 て ミ G 上 明 忠 4F 


ドー ミ h ロ @ 


※ 団 ホネ ミー か で KU 
ー 福 (RS つ h ホ 合用 トト 到 

く へ へ ル で よき ・ ト 
で KK ホー< 嘱 迫 び 器 〇 ) 
周 唱 頑 6 叶 や 9 つ レ 
ポー ミ ・NHKー 穫 ・ 
キキ へ 和 宮 人 宅地 育 邑 
税 人 S じ 2 叉 給 幼 シ "トロ 
つ ふ 玉 羽 球 @ 泌 笛 
十 1 ロ " 英 や 肌 人 7 11 
題 還 を ミ 称 民 半 5 
心 心 本 人 き 人 で 人 上 り 一 記 
ロ 夫 の 7 
り 宗 革 民 四 営 地 守 ぐり 
nHAK・Kー 必 ハー ふ 
"本 束 飲 S を トー を 
心 や や さ 選 つり S 
11 ズ 公 区 課 直 hQ そ め 
束 誤 誌 K 記 GS ホー ミト ロ 
斉 倒 出 り つね の S? 親 宗 
定 理 孔 地 彫 揚 必 弄 控 
環 性 隊 皇 人 め 選 誠人 恒 
に 玉 丸 多 演 玉 じ 到 層 


ET 
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INTERNATIONAL AMUSEMENT NEWS 


究 障 ヨレ る 尽 

区 <%44h0)。 一 
トロ 刀 ポ ユー へ ふぐ と 
へ 和則 議 を 旨 直 08 可 
く QR や 肢 の 議 


に 


イ 画 
* ズ を 


・ た か 九 ウ 用 八 ニ 八 


用 いる 種々 の コ 


ラン プ ド ライ ブ 等 の 出力 を 制御 する 基板 。 
電気 的 接続 する と き ド 


1 基板 メイ ン 基 板 と シリ アル 通信 で 接続 され 、 ス イッ チ 、 ボ リュ ー ム 等 の コン 


期 信号 、R, G, B 信 号 の 時 間 的 変化 と これ ら の 許容 幅 を 示す 
ラス ター メイ ン 基 板 の 同 期 出 力 、R, G, B 出 力 で 制御 され た 走 胡 線 。 
2. 8 DC 電源 入力 メイ ン 基 板 に 供給 され る 種々 の 直流 電源 入力 。 


接続 コネ クタ メイ ン 基 板 と 外部 周辺 装置 を 、 


トロ ー ル 入力 と コイ ンカ ウン ター、 


2 

2. 9 オー ディ オ 出 力 メイ ン 基 板 よ り 出 力 さ れる アナ ログ オー ディ オ 休 号 。 
2.10 

2.11 


敵 'w じ ^ 赴 斑 人 上 来 


ポー ミミ トロ 足守 |I 代 つ 存 


いい に より |E\ さ と く ANE く AE 


り ぐ 人 S ポ ドー ミト ロ 記 
せ か ミー 人 ト で て K り 一 娠 
扱 つ 自演 ペー シ 
ペー ふさ トー 起 琴 "< 接 
凶 衣 麺 区 加 振 認 氷 匂 区 
it コ コ トピ ビデ ささ 
EE こい 


ふさ ミー 人 て 
き JS1 1 中東 ゴ S 補 中 


言う つり 宰 


仁 写 中 h て Ki 一 
トー ミー 且 り SS トー 
心 へ ふ ・ ト ペーh KS 和 
S キ へ 和民 JJS で レス 
ne「 ト で を トー ミキ と ・ 
N・K ネ ー 和 | ぐ 赤 詳 ・ 
眉 憶 寺 守 中 才 か へ 流 
ポー ミト H ロ 足 S っ 22 の SH 


ポー つの で っ ) ボ vn 倒 「 


や ゃ 民 幸 押 画 概 也 


ダン ス 2 kQ 以 下 と する 。 


、 出 カイ ン ピ * 


-p) 


ステ レオ 出力 オー ディ オ 出 力 テ チャンネル は 、 ス テレ オ 2 ch を 基本 と する 。 


5. 2. 2 拡張 チャ ン ネ ル オー ディ オ 拡 張 出力 は 、 2 ch を 可 と する 。 


・ 全 て の 電源 接続 端子 を 接続 する こと 。 各 英 子 間 の 電位 渡 は 無い こと 。 
3 モノ ラル 出力 オー ディ オモ ノラ ル 出 力 は 、 ス テレ オ 2 ch に 同一 信号 を 出力 する 


オー ディ オ 出力 レベ ル オー ディ オ 出 力 レ ベル は 0 キ 6 dB (0. 5<2 V rms また は 1. 


41~ て 5. 66Vp 
5. 2 出力 チャ ン ネ ル 
5。 2. 1 
5. 2 


.880kHz、 81.500kHz の 3 モー ド 


ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協会 が 商標 登録 し た 


ター へ の 出力 を 〔 


R, G, B 出 力 レ ベル R. G, B 出 カレ ベル は 0.7Vp-p 主 10% と する 。 


ビデ オ 出 力 ビデ オ 出 力 は 2 モ 
いずれ も 出力 で きる 。 


2. 1 2 JAMMA マ ー ク 社団 法人 日 本 ア 


3. 


MMS 迫 或 
ホー ミト ロ S 刊 衣 や 騰 
に おり て IE く AM に で 
吉 ぐ 3" 「 そ WW 代 
定 し の 由 導 や 座 芯 営 e 
りつ) 倒 じ aoteS 色 トペ 
に とく EYE く 

心 玉 さ 人 ト で 一 誠 
講 せ 「 ト マー トー ミニ ・ 
NN・K※ ネ ー 和 | は 0 る 
し ^ 臣 赴 ぐろ 公 代 9 


ト で トト つの 型 O し くき る 


ポリ ュー ム 箇 の コ 


ラン プ ド ライ ブ 人 稚 の 出力 信号 を いう 。 


メイ ン 基 板 上 に は 規定 し な い 。 
標準 /O 信 号 の 種類 標準 1 プ O 信 号 の 種類 は 、 BIA-RS485 規格 に 準拠 し た シリ ア 


重 通 信 ) シリ アル 通信 方 式 と する 。 回 路 例 を 別紙 1 ド 


標準 |O 標準 1 プ O は 、 メ イン 基板 が 通信 入出 力 す る スイ ッ チ 、 


ント ロー ル 入 力 信号 及び コイ ンカ ウン ター、 


1 


ル ・ パ ス 形 式 で 接続 され る ( 半 


1 
1. 


6. 


5. 3 音量 調整 音量 調整 は 供 体側 で 行い 、 


6. 


4V 
信号 は 


合 容量 4 7 0 gkF、 


期 出 カレ ベル は エエ エレ ベル と し 、H 1 レベ ル 電 圧 は 2 


終端 抵抗 4 7 00 で GND に 接続 する 。 


同期 出 カ レベ ル 
る 。 CSYNC の み の 場 合 、V SYNC は 末 接 続 あ る い は エエ TL Low レベ ル と する , 


終 敵 抵抗 7 50 で GND に 接続 する 


3. 3 同期 出 カ 
DC 結合 と し 


1 
3. 3. 3 同期 出力 の 種類 同期 出力 は C じ SYNC の み 、 ま た は HSYNC と VSYNC と す 


3. 
3. 3. 2 コン ポジ ッ ト 信 号 プ セ バ レー ト 信号 コン ボ ジ ッ ト 信 号 あ る い は セパ レー ト 人 


3. 3. 2 R, G, B 出 力 信号 RK, G, B 出 力 信号 は AC 結 合 と し 、 結 


3. 


つり" 碧 引 や Ke 


ざ 移 々 3x9? 

か ぶさ ミー 人 で 一定 
さだ さこ いた 
に に 3: ャ た: と = 
90 ゼン に を 澄 
K 舞 品 代 つ し 305 つ 公 
つり 6 落 詳 峰 容 つ し 
ろう や 3 りう 心 窒 計 の Sr 


「KINK て HKQ ら ら の ]」 


人 穫 一 勤 選 党 


か で さ いや ゼ ゴ 4 この めす 『 


※ 加 の の く ミド トー だ ( 全 
ふ 到 ロー へ K ふ へ ・ 
SS 公 層 事 ) せ 涯 時 
束 還 ぐ ロー ハー ローK ふ 
ー ュ Js の Met6 [KNKー 


H ト SQ S 亜 更 9 


IA (ミー り ト 至 
さよ 中込 和 と 没 芝 ) し ポ 


〇 」 3 うう 
拓 問 人 半 人 


と で 、 各 社 1/0 基板 


準拠 する こと (プロ トコ ル 、 コ マン ド を 遵守 する こ 


と と 。 


(1) 1 基板 の メー カ 名 や 、 製 品番 号 、 バ パージ ョ ン 等 の 情報 を 』D 情 報 と し て 、 最 初 
読み 込む 


2 標準 1 プ O 信 号 の シリ アル 通信 標準 エン O 信 号 の シリ アル 通信 は 、 別 紙 2 の 「 通 信 


プロ トコ ル 」 
(3) 将来 、 通 信 速 度 な どの 基本 に な る 部 分 の パー ジョ ン ア ッ プ が 行わ れ た 場合 、 確認 コ 


の 互換 性 を 保ち 、1/0 基板 を 短 体 の 一 部 と 見 な す ) 。 
(2) 各 ノー ド の アド レス を 別紙 3 の 手順 で 、 順 番 に 割り 振る 。 


3 初期 設定 (ネゴシエーション ) 


1 


6. 


と 形 


ング チャ ー ト 表 の 規格 に は 別に 定め 


り 


較 


ング チャ ー ト 図 と 表 を 《 図 1》 《 表 1》 に 表す 。 
ニタ ー 画 面 の 場合 は STEP 2 か ら 下図 と す 


ター 画面 向き に 対す る ラス ター の スタ ー ト 位置 は 、 


STEP 2) を 役 け る 。 


ング チャ ー ト 図 と 表 タイ 
ング チャ ー ト 表 の 規格 玉 定 期間 タイ 
る 暫定 期間 (STEP1 
ー の スタ ー ト 位置 モ 
1 か ら 、 縦 置き モ 
《 ラ スタ ー の スタ ー ト 位 男 


横 置 き の 場合 は S 
る 。 さ ら ト 


綻 置 き モ ニタ ー 画 面 の 場合 は SE P 1 か ら 画 面 フ リッ プ 機 能 を 有する 


4. 1 タイ 
3. 4 2 タイ ミン 
8. 4. 3 ラス タ 


3. 


1 8※※ 較 の ト で トト 


護 剛 入谷 っ? 忌 朋 め 
GS" 閣 民 りつ し S 客 
症 昧 映 悦 代 補 寺 ^ 
入 つ レー ペー ペー ふさ 
トー 代り 下 秋 叶 志 有 
で koteEI へ SI でぶ 
he" 回目 表せ に で 人 
ト 頑 末 じ ゼン MS 人 
寂 時 SN@ ュ ペー 


に (< か 


っ 令 全 の の SO 
の そ いとう ゴ 741 ほ こめ る 2 
7) せ 十 | 晶 貞 G ロ 
ーー ロー ヘー っ )4SnG 
1OO ] 時 せり 迷 岡 し ポ 
ー ト か A や KG 「KINKー の 
| せり ぐる の で 


お? ※ 団 款 し せめ や 


JO 赤 吉 人 StO つ ろ 各 7 


JG 公 で る 
の 8 の く ト トー 宮守 


に っ と ょ 1 
べべ 全 ロコ レス 8 る 


上 叶 伝 


Z 


等 の 払い 出し 数 を 管理 し 、 メイ ン 基 板 は 勝ち 


(1) 1 ノ O 基 板 は コイ ン 数 、 ペ イア ウト 数 を 管理 し 、 必要 な 場合 は パッ クア ッ プ する 。 


(2) 』 ノ O 基 板 か ら メ イン 基板 に は 、 保 持 コイ ン 数 (カー ド シ ス テム の 場合 は 残 数 ) な 
ど を 伝え 、 メ イン 基板 は 、 ゲ ー ム スタ ー ト 時 に コイ ン 減 算数 等 の 情報 を 伝え る 


(3) 1 ノ O 基 板 は 、 さ ら に メダ ル ホ ッ パ - 


マン ド に より 対応 を 確認 し て 、 設定 コマ ンド に より 、 全 ノー ド を 新 パ バージ ョ ン に 切り 奉 
枚数 の み を 伝え る 。 


縦 置き の 場合 
・ 4 コイ ン 数 管理 


横 置き の 場合 


ラス ター の スタ ー ト 位置 


オ 出 力 、 オ ー デ ィ オ 出力 、 


、 あ る い は 電源 2 (6 ピン ) ] の 内 何れ か 1 個 、 


ある い は 両方 谷 々 1 個 づ つ を 、 メ イン 基板 上 に 設け る こと 。 コネ クタ の 端子 配列 は 下図 


と する 。 首 、 


に 分 離す る 。 
1 接続 端子 当たり の 最大 電流 容量 は 各々 7 A と する 。 


接続 コネ クタ の 種類 接続 コネ クタ は 機能 別 (DC 電源 、 ビ デ : 
DC 電源 コネ クタ DC 電源 コネ クタ は 、VL コネクタ (レセ プ タ ク グル ハウ ジン グ 


標準 1O 入 出力 ) ド 
ー ビ ン コン タク ト ) [電源 1 (8 ピン) 


・ 5 コマ ンド フォ ー マ ッ ト コマ ンド フォ ー マ ッ ト は 、 別 に 定め る 。 
な 
TS 


ふ 
3 
い 3 
ロ 
に 
1 
に 


準ずる こと を 推奨 する 。 


3. 4. 4 イン ター レス モー ド イン ター レス モー ド は 水平 同期 周波 数 15.750KHz の 場合 、NTSC 
図 4 一 2) ド 


方 式 の 基準 ( 図 4 一 1 、 


キト も /41 で うぶ に っ 【 く ) 


DC いい に と 6 


ロー か で へ 心 埋 公 祝 St 


で QA ホー トー も 衣 
そい と ピコ 
吾 沙 窓 じ 宗 つ や る 愉 
0 ロー ト か で へ ふく 旭 
(に に コ ニ レ イン まっ きま) は 
ラッツ ホ トー T 宮 で 
か へ K・ 応 昌 必 中 公 記 吉 
補う つじ し 言 で O りり 避 
QQ85 ペー み AGSHA 
ホ へ 色色 人 YO 東 で 
し る 9* 

ロー ふ で へ ふさ 必 
ロン ホー ミ 事 ぐ 起 忘 弄 し 
ト ふ ー 妨 ぐ 避 衣 衝 SN 
ペー か へ ・ か の 日 居 全 
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垂 で 年 れ 直 ~ 


烈 や KGAJIN て 生き 
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補欠 忘 0 蛋 を KG の っ) 
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来 *60 や" つ 会 つ 
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に OF く JI ぼく た の 
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ー ネ ペー 公 補 46 で ぐも” 交叉 抱 軸 *9Raen6 宮 0 


王 剖 玉 く ヘー ペー ロ 記 所 


っ PS 


さく mm り 泳 ぶ ー 


足 さ Q さ らら ズリ 


で で 回 (HH で て A キ へ ・ 
ト ツ ローK ペ ヘー・ 日 和 
KK 徐 ) 5 (や 十 1 
還 " 直 拠 ) ぐ 表 球 せ 
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窪 Qo 
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eNp| |eNp| lesp| lesp 


最小 負荷 電流 


3V、 二 1 2 V と する 。 


リッ プル 、 最 少 負 荷電 流 


0V、+3. 
リッ プル 、 最 小 負荷 電流 は 下 表 と する 。 
80mVpp 以 下 


8 0mVpp 以 下 
120mVpp 以 下 


(注意 ) 電源 入力 電圧 は ビデ オ 基 板 の 入 力 刀 子 電圧 を 計測 する 。 


10A 以 下 
1.2 4 以下 
2A 以 下 


5% 
主 10%% 


主 


DC 電源 入力 の 種類 DC 電源 入力 は 、+ 5. 


4、 2 DC 電源 入力 の 電圧 争 差 、 電 流 容量 、 


3 


各 DC 電 源 入力 の 電圧 誤差 、 電 流 容量 、 
キ 12YV 
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プロ スロ ッ ト は 、 ス ロッ ト 本 体 部 分 を 取り 外し て 交換 する こと が 可能 。 
ブレ イ が 気軽 に 楽し め ま す 。 


新た な 措 載 機種 が 出る た びに 交換 すれ ば 、 低 コス ト で 人 気 マ シン 
行え ます 
プロ スロ ッ ト は 、 ベ イア ウト を 8B3%・869%・B899%・9296・9596・ 


ル ゼ 」 の 人 気 機種 を 続々 と 供給 。 あ の 「 オ オハ ナビ 」 を は じ め と す 
8% の 6 段階 (3 メダ ル の 場合 ) に 設定 可能 。 ホー ル と 同じ 
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パテ ンコ ホー ル で 若者 を 中 心 に 人 気 爆発 の バチ ズ ロ 機 。 
その 興奮 と 臨 場 感 を その まま ゲー ムセン タ 
けず する の が 、SNK の 「Proslot( 以 下 プ ロス ロッ ト ) 
で す 。 ョ エキ サイ ティ ング か が つ 効 率 的 な 稼働 を 実 
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評価 (RATING) 


機種 名 (メー カー 名 ) 
MODEL (MANUFACTURER) 


gmgg ロロ 


田 完 成品 タイ プ の T V ゲ ー ム 機 


前 
回 


(DEDICATED VIDEOS) 
機種 名 (メー カー 名 ) 


MODEL (MANUFACTURER) 評価 (RATING) 


ギル ティ ギア XX (サミ ー) 
Guilty Gear X (Sammy) ・ 
ザ ・ キ ング ・ オ プ ・ フ ァ イ タ ー ズ 2000 (SNK ネ オジ オ ) 
The King of Fighters 2000 (SNK) 
ペダ RU り ラー 
Mr. Driller 2 (Namco)・ 
が ーー チャ スト ライ カー 2 
Virtua Striker 2 ver.2000 (Sega) … 
スラ ッシュ アウ ト (セガ 
Slash Out (Sega) 
パワ ー ス マッ シュ (セガ 
Virtua Tennis (Sega) … 
闘魂 烈 伝 4 (ナム コ ) 
NJ Prowrestling 4 (Namco) 
スー パー ワー ルド スタ ジア ム 2000 (ナム 2 
Super World Stadium 2000 (Namco) 
鉄拳 タッ グ ト ー ナ メン ト (ナム コ ) 
Tekken Tag Tournament (Namco) CNpeyyr 
ダイ ナマ イト ベー ス ボ ー ル 
Dynamite Baseball 99 (Sega) … 
マー ヴ V WS カプ コン 
Marvel vs. Capcom 2 (Capcom) 
パー チャ スト ライ カー 
Virtua Striker 2 ver.99 (Sega) 
対戦 ホッ ト ギ ミッ ク フォ ー エ バー ( 彩 京 
Mahjong Hot Gimmick Forever* (Psikyo) 
ミス ター ドリ ラー (ナム コ ) 
Mr. Driler (Namco) OR 
ハイ パー ビシ バシ チャ ンプ (コナ ミ ) 
Hyper Bishi Bashi Champ (Konami) … 
クイ ズ で アイ ドル ノンノ ホッ ト デ ビ ュー ( 形 京 ) 
Quiz-ldol Hot Debut* (Psikyo) ee 
メタ ルス ラッ グ 3 (SNK ネ オジ オ ) 
Metal Slug 3 (SNK) ・ AA 5.01 
AN リ ニ ド ジテ 2 ご 由 沢 ド 欠 上 ドラ イグ (カプ コツ ジ ) 
Street Fighter 和 3rd Strike (Capcom) 
すく すく 犬 福 (ビデ オシ ステ ム ) 
Quiz Lucky Dog* (Video System) … 
バー チャ NBA (セガ 社 ナ オミ ) 
Virtua NBA (Sega) … 
スー パー パズル ボブ ル (タイ トーG ネ 
Super Puzzle Bobble (Taito) … 
対戦 ホッ ト ギ ミッ ク 3 ( 彩 京 ) 
Mahjong Hot Gimmick 3* (Psikyo) 
ケト ルス SdA グ ラド マ ス 久 三 (アリ カプ カプ コン ) 
Tetris The Grand Master (Arika/Capcom): 
スト ライ カー ズ 19 9 9 ( 彩 京 ) 
Strikers 1999 (Psikyo) 


スパ イク アウ ト ・ フ ァ イ ナ ル エ ディ 
Spike Out Final Edition (Sega) 


み 、 (カプコン) 


) 
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4.51 


*The Traditlonal Japanese Games or Japanese Quiz Game。 etc 


(RATING) 
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を 示し た も の 。 数 字 の 意味 は 10 : これ 以上 な い 迷 発 的 な 人 気 
、 9 : すばらし い 人 気 と 売上 げ 、8 : 大 変 いい 人 気 と 売上 げ 、7 : いい 人 気 と 売上 げ 、 


あい い 人 気 と 売上 げ 、5 : 平均 的 な も の 、4 : 平均 以下 (以下 省略 ) 


圏 その 他 ア ー 
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5 
⑨⑥ 
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ダー ピー オー ナー ズクラブ (セガ 社 ) 
Derby Owners Club (Sega) 
バト ルギア 2 (タイ トー 
Battle Gear 2 (Taito) … 
ダン スマ ニア ックス 
Dance Maniax (Konami) 
スタ ー ウ ォ ー ズ レー サー アー ケー ド (D 
Star Wars Racer Arcade (DX/2P) (Sega)・ 
電脳 戦機 パー チャ ロン O0 ( セ が ] 
Virtual On OT ver.5.66 (Sega) … 
ドラ ム マ ニア ・ セ カン ドミ ックス 
Drum Mania 2nd Mix (Konami) 
ゴル ゴ 1 3 (ナム コ ) 
Sniper 13 (Namco) 
サン パ DE ア ミー ゴ (セガ ネ 
Samba DE Amigo (Sega) 
5 タプ ビジ ング" オプ ・ ザ 
The Typing of The Dead (Sega) 
トラ ッ ク 狂 走 曲 (S DDX)( ナ ムコ ) 

Truck Kyosokyoku [Truck Fantasy] (SD/DX) (Namco) …… 6.75 
が ガン マニ ア (コナ チミ ) 

Enforcers (Konam) … 
タイ ムク ライ シス 2 


.07 
( コ 
7.73 


P ) (セガ 社 ) 
-7.39 


6.70 
(SD (ナム コ ) 
Time Crlsis 2 (SD/DX/S) (Namco) 

ダン ス ダ ン スレ ポリ ュー ショ ン ・ サ ー 
Dance Dance Revolution [Dancing Stage] 3rd Mix Plus (Konam) 6. 11 


DX ブ S) 


ックス プラ ス (コナ ミ ) 


ポッ プン ミュ ー ジ ッ ク 

Pop'n Music 4 (Konami) … 
ギタ ー フ リー クス ・ サ ー ド 
Guitar Freaks 3rd Mix (Konami) 
ザ ・ ハ ウス ・ オ プ ・ ザ ・ デ ッ ド 2 


(DX/UP ) (セガ 社 ) 
The House of The Dead 2 (DX/UP) (Sega) … 9 


ドリ ー ム オー ディ ショ ン (ジャ レコ ) 
Dream Audilion (Jaleco) 


スリ ルド ライ ブ (2P グ SD DX)( コ ナミ ) 
Thrill Drive (2P/SD/DX) (Konami) ・ 


フラ ッシュ ショ ッ ト (オム ロン ) 
Flash Shot (Omron) 
フォ ト & シ ー ル ・ キ ララ (メイ クツ フワ トウ ェ ア ) 
Photo & Seal Kilala (Make Software) ……… 

ピュ アシ ョ ッ ト (オム ロン ) 

Pure Shot (Omron) 


スト リー トス ナッ プ EG (日 立 ソ フト ウェ ア エ ン ジ アリ ング ) 
Extreme Groover (Hitachi Software Engineering) 


パン チマ ニア 北斗 の 拳 (コナ 
Punch Mania (Konami) 
スー パー プリ クラ 21 (アト ラス ) 
Super Pricla 21 (Atlus) 
料理 の 達人 (ナム コ ) 


Ryori no Tatujin (Namco) ……… 


ケー ド ゲ ー ム 機 (OTHER ARCADE GAMES) 


ご m . 赤 計 る 革 舌 。 立 ぃ 


層 ツ ンマ yr 
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トー タル サプライ ヤー ……… エイ ブル コー ボレー ショ 


oe 


* 4 層 基 板 に な っ て 
容量 大 幅 ア ッ プ 〆 

* ゃ バッ クア ッ プ 失 能 搭載 。 

* 12 段 階 の 配当 調整 。 

* 500 円 投入 時 の クレ ジ 
ッ ト で 、 コ ン テ ィ ニ ュ 
ー が で きる 。 


企画 ・ 製 造山 エ イブ ルコ 


株 式 会 社 エ イブ ルコ ー ポ レー ショ ン 


ABLE CORPORATION.LTD. 


昌也 いて いる 的 を BB 弾 で 
バン バン 撃ち まく る 。 
@ 設 定 得点 に 達し た ら 
ダ ] 挑戦 


ダー ツ の 欲し い 景 品番 号 
を 狙っ て 撃て ノ 
@⑥ 当 た っ た 番号 の 景品 を 
GET ッ 
余っ た 得点 は コン ティ ニ 
ュー 時 、 手 持ち に な る ョ 。 
サイ ズ : H1.880XW990XD2.000 


ー ポ レー ショ ン 


プロ ボウ ル ・ パ ー ト IL 


長期 安定 稼働 記録 を 更新 中 ノ 


* リア ル で 豪快 な 
ー テ ンー プー トン 
スプ リッ ト に チャ レン ジ 
快 な BGM サ ウン ド 
* コー ル ア テ ンダ ント 
トラ ブル 時 の ワン タッ チ 
リセ ッ ト 機 構 付き 


〒171-0014 東京 都 島 区 池袋 4-8-3 


TEL 03 (3988)2061⑪) 


イン ター ネッ ト ホ ー ム ペー ジ 


FAX 03 (3986)5180 


http://www. able-corp. com 
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な ぜ 、 これ ほど アメ リカ で 愛さ れる の か が 。 
2 や 


リー ムキ ャ スト で 大 好評 の [東京 
バス 素 内 (ガイ ド )」 が アー ケー ド に 
代 場 で す | 東京 者 交 通 局 の 全面 軍 


を 運 品 「 プ ロ ド ライ バー」 
の 運転 を 体験 し よう ! 


1sm0Oxs4eOO 
eo AciOOV 460W 


コー ショ ンマ ッ ト L フロ アマ ッ ト BMB 


コー ショ ンマ ッ ト R 


761(wDxgg8(D) x ら 2o0(H)mm 
137.5kg AC1oOV 255W 


@ SEGA 2000 @⑥ 2000 SEGA・NTV @⑥ 2000 NTV 


マッ ト 裏 面 の 両面 接着 テー プ を 利用 し て 、 互 い を 貼り 合わ せ て 、 床 面 に も 接着 し 固定 し ます 。 し か し 、 床 面 の 材質 に 
よっ て は 、 接 着 テ ー ブ の 粘着 力 で は 固定 が 不 十 分 な 場合 が あり ます 。 また 、 テ ー プ の 経年 変化 に より 固定 の 一 部 が 
剥が れる と 、 お 客 様 が 足 を 取ら れ て 転倒 する 恐れ が あり ます 。 以上 の よう な 事態 を 解消 する た め に 、 以 下 の 措置 を 
ご 配慮 くだ さい 。 


人 @ 毎 日 の 運営 開始 前 に マッ ト 固 定 が 十分 で ある か 、 確 認 し て くだ さい 。 
@ テ ー ブ の 接着 力 で は 不 十分 で ある 場合 は 、 市 販 の 接 落 デ ー プ を 利用 し て 固定 を 補強 し て くだ さい 。 
市 販 の テー プ は 、 床 面 に 合わ せ た 接 落 強 度 が あり 、 で きる だ け 幅 広 で 、 マ ッ ト の デザ イン を 隠さ な い 透明 タイ ブ を ご 使用 くだ さい 。 
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PCCW To Buy Jaleco 
Enter Japan Market 


Pacific Century Cyberworks Ltd. 
(PCCW)、 the Hong Kong-listed tech- 
nology flagship company of Pacific 
Century Group、 wi acquire a major- 
ity share in Jaleco、Ltd.、Tokyo. 
PCCW. Jaleco and Yoshiaki 
Kanazawa、Jaleco's major shareholder 
and president、 announced a \27.000 
million agreement on August 10. 

PCCW's purchase of Jaleco will 
proceed in the followins manner: (1) 
By August 30 PCCW will purchase 
all stocks from Kanazawa and his wife 
through a “take-over bid" (TOB): (2) 
On two occasions (September S and 
November 6)、 Jaleco stocks will be iS- 
sued in large quantities through third 
party alloument、 and almost all of them 
will be purchased by PCCW. 

On October 30 an extraordinary 
general meeting of Jaleco will be held 
to decide changes in the company 
name and its lines of business. and to 
appoint new officcrs. Todd Bonner. 
president of the Japan Branch of 
PCCW、 will assume office as presi- 
dent and Yoshiaki Kanazawa will re- 
sign. The new company name will be 
Pacific Century Cyberworks Japan 
(PCCW Japan) and its lines of busi- 


Konami Ships 
Music Game 
TO Europe 


Konami Co.、Ltd.、Tokyo、an- 
nounced on August 3 that it had de- 
cided to launch full-scale development 
of its music game “DDR" in overseas 
markets. To begin with、it will be 
shipped to the UK as “Dancins Stage 
Euro MIX" and sold by Konami 
Amusement of Europe Ltd.、 London、 
UK. 

A plan for the North American 
market has not been revealed yet. 
Meanwhile、 market already un- 
derway in Southeast Asian markets. 
but no details of this have been given. 
According to an industry source。 how- 
ever, since music games produced by 
Korean manufacturers are of very high 
quality、 Konami products do not sell 
well in Southeast Asia and Australia. 


Game Machine 
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ness will consist of NOW Japan"、 
content exDort and data center 

As of November 6、 PCCW Japan's 
main shareholders and the ratio of their 
holdings will be as follows: PCCW 
Group 90.2% (Cyberworks Interna- 
tional 84.0%、PCCWJ Partnership 
4.1%、PCCW Asia Management 
2.1%)、 Kanazawa Kosan 1.5%、 Orix 
1.0%%、 Dentsu 0.9%、 PIA 0.3%、 Sanwa 
Bank 0.3%. 

PCCW is one of the world's larg- 
est Internet companies、and is on 
course to become the world's largest 
broadband Internet provider. PCCW's 


merger with Cable & Wireless wil 
take effect August 17. The merged 
company will have a pro-forma reV- 
enue this year of about US$3.S bil- 
lion. 

PCCW Japan aims、 for the time be- 
ing, to inaugurate the Japanese version 
of “NOW (Network of the World)“" 
commenced by PCCW、and set up 
“NOW" studio in Japan. PCCW Japan 
will also export Japanese characters 
and animation to Asia and launch a 
data center business in Japan. 

Jaleco is a coin-op game manufac- 
turer renamed in 1983 from Japan Lei- 
sure which was founded in 1971 by 
Kanazawa and incorporated in 1974. 
From 198S it set about the develop- 
ment of home video software. Since 
1987 it has been listed on the OTC 
market. However、after peaking six 
years ago. itS business performance has 
been turning downward with consoli- 
dated revenue of \6.114 million and a 
mal net loss at \985 million for the 
al year ended March 2000. thus in- 
curring an increasins burden of liabili- 
tes. 

So. as a result of being bought out 
by PCCW、 Jaleco will be reborn as 
PCCW Japan and will solve its debt 
crisis. As for its lines of business、 al- 
though video game software develop- 
ment may be continued、it will occupy 
only a limited portion of its overall 
business、 with the emph 
firmly on its Internet busine 
cally、since Jaleco had only a few hit 
Hitles in recent years、 itS SuTVival as a 
game software company Was seen as 
remote. 


SCE Ties Up With NTT Docomo 


Sony Computer Entertainment Inc、 
(SCE)、Tokyo、and NTT Docomo 
Corp.、 Tokyo. announced on August 1 
that they had reached agreement to of- 
fer a new network service by combin- 
ing SCE “Play Station" and NTT 
Docomo 1 Mode". 

NTT Docomo. a mobile communi- 
cation network subsidiary of NTT 
developing the mobile nctwork terr 
nal “i Mode" and 10 million people 
currently subscribe to it. Meanwhile、 
18 million sets of SCE “Play Station” 
have so far been shipped in Japan. The 
aim of both companies is to combine 
them so as to create “mobile game" as 
a new field of business. 

For this purpose, cables linking 
Mode" and “Play Station" will be 
shipped in December. By using these 
cables、“i Mode" exclusive site can be 
viewed on the TV screen via the “Play 
Station". NTT Docomo will start 呈 
Mode" corresponding to JAVA from 
December, and “Play Station” will also 
be adapted to interlock with it. Next 
SPring、 games Such as a racehorse rear- 
ing game played on the mobile phone 
screen will be introduced. 

SCE explains that、 by encouraging 
other game software companies to de- 
Velop such communication-type soft- 
ware、it wishes to develop it as an in- 
dependent business unit. NTT Docomo 
intends to expand its income from con- 
nection fees by extending not only data 


transmission but also interactive com- 
munication. 

Incidentally, SCE announced on 
August 4 that it will ship “Play Sta- 
tion 2" (PS2) to Europe on November 
24.It was shipped on March 4、 2000、 
in Japan and will be shipped on Octo- 
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ber 26 in the USA. Initially。 shipment 
in Europe was scheduled to be made 
simultaneously with that in the USA. 
However、 since demand in Japan eX- 
panded more than expected。it was 
postponed by one month. 


Se0d CancelS 
itS Booth 
At "TGS" 


Sega Enterprises Ltd.、Tokyo、 
which intended to exhibit at "Tokyo 
Game Show 2000 Autumn" (TGS、 
September 22-24、 Makuhari Messe)、 
canceled its booth early in Augusl 
This was announced by CESA which 
organizes “TGS". Sega's supportive at- 
utude to the TGS is unchanged. This 
is the first time that Sega will not ex- 
hibit at the show. According to Sega、 
it canceled its booth because it has a 
plan to hold its own Internet-related 
event. However、 no details of this event 
have been released. It is in fact thought 
that Sega might have rebelled against 
the tendency of major “TGS" exhibi- 
tors to spend \100 million per com- 
pany for showy booths. 

In its “TGS" exhibition rules、 
CESA stipulates that、if a company 
cancels its booth after July 5、50% of 
the exhibition fee must be paid as a 
cancellation fee. Sega was scheduled 
to pay an exhibition fee of\16.900.00 
for 65 booth units. Moreover、it was 
planning to spend huge sums for pub- 
licity and booth design for general 
players. Hence the question seems to 
have arisen within the company. The , 
truth, however, is unclear. 

CESA' spokesman stated: “We are 
amazed at the cancellation by the ma- 


jor TGS exhibitor. Even if Sega does 


not exhibit、 other exhibitors and show 
management will not be much affected. 
However、 players who Visit expecting 
to see a Sega booth will be disap- 
pointed." 


FILLMORE GAMES 


! VIDEO GAME PCBS (Used) 
DELUXE VIDEOS 
& SIMULATORS (Reconditioned) 


FOR SALE 


Visit our web site for more information 


www.fillmoregames.com 
tosh@fillmoregames.com 


Fillmore Games 
26 Hagiharadai Nishi 1, Kawanishi, 
Hyogo 666-0006, Japan. 
Tel: +81(727)91-1955 Fax: +81(727)91-1933 
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、 楽 し で 優先 の ゲー ム 性 
ウジ cc 運転 に る ドア 


サイ ズ :W780mmXD1015mmXH1990mm (ポッ プ を 含む ) @ 重 呈 : 的 130kg 


サイ ズ : W1760mmXD895mmXH1975mm 重量 : 230kg 


TAITO HOMAEPAGE ロリ s//www。fgifo。co。IB/ 


